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介護現場をよくするzoomセミナー
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稼働率･サービス改善コース
第１期第３回目
■振り返り・QA／サービス改善事例

HP・SNS・動画／稼働率向上の取組10領域

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽
ブログ、facebookはほぼ毎日更新中、日刊・週刊のメールマガジンを配信
Zoomセミナー、動画講座、YouTubeでも配信中、13年目になる「介護の読書会」主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト
■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動

4

■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール
リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで
利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い
気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載
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内容稼働率･サービス改善コース
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■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。
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人数限定！コース研修
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■各種コース研修
◎レクチャー＋ＧＷ＋ＱＡ＋課題
◎12名限定！1法人2名まで

◎介護事業所の管理職養成講座コース
◎稼働率＆サービス改善コース
◎ケアマネジャー・相談援助職養成コース
◎人材確保・育成・定着コース
◎進塾（面談スキル向上講座）

■さらに、単発受講可能の年間シリーズ研修も！
◎介護現場をよくする21のテーマ！「ACGｓ」
◎介護職の必須科目としての｢コミュニケーションとストレスケア」
◎介護職員向けケアマスターシリーズ
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今回お集まりの皆さん！
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・有限会社／GH／リーダー
・有限会社／デイ、GH／経営者
・社会福祉法人／デイ／管理者
・社会福祉法人／デイ／管理者
・社会福祉法人／特養／フロアリーダー
・社会福祉法人／特養／相談員
・株式会社／講師業・事務局機能／経営者
・社会福祉法人／人材･研修センター／⻑
・社会福祉法人／人材･研修センター／課⻑
・社会福祉法人／ショートステイ／生活相談員

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

コンサルティングで提供しているもの
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稼働率

さらなる向上
と安定

1年間

フォーマットと数字の定義
現在地と目的地の明確化
経営と現場で共有する仕組

「数字」
目標値が明確でない

どの数字を見てよいのか？

「広報」
広報はやったことがない

そもそも嫌

基本マニュアル
広報計画立案（通常業務化）
→誰でも最初は初心者！

「ウリ」
ウリがない

まずは、現在の特徴で戦う手法
効果的な説明方法＆ツール（動画広報も）

新たな差別化の構築
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稼働率が低迷しているところの特徴
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 入院等で減るから、と言う（減る分は想定して考える）
 断っている、渋る
 内部の都合が優先されている（内向きの発想）
 内部、外部のコミュニケーションが不足
 現状・目標についての数値が明確でなく、共有されていない
 現場（管理者）任せ、現場のせいにしている
 仕事に対する熱意が不足している
 サービスの内容がよくない、ニーズにあった差別化ができていない

分かりにくい、明確に示せていない
 稼働率を向上させる意思がない（希薄）、行動をしていない（不足）

スピードが遅い（サービスが良ければよいと思っている）
 人員配置等の体制が不十分
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国の現状と予測とその対策
対策（出口戦略）現状と予測

2030年には需要はピークを迎える。
大都市圏以外では、2030年以降、需要は下降する。
→患者・利用者の取り合いが激化
→地方の出口戦略として大都市圏への参入が増えることで競争も激化
→稼働を維持する戦略が必要
→競合の動向ウォッチ

医療費・介護費に大きな影響を
与える後期高齢者数は2030年ま
で大幅増加、その後ほぼ横ばい
が続き、2040年ごろから再び増
加。

診療報酬・介護報酬を維持することは困難
→報酬が下がった場合でも利益を確保し、法人を継続させる戦略とその
実施が必要
→報酬が保障されやすいサービスへの転換
→障害、保育等への参入
→コストの適正化、適正稼働・適正人員の定義

一方で保険制度の主たる「支え
手」となる20ー74歳の人口は、
今後中⻑期的に大幅な減少が続
く。

働き手の確保がますます困難になる。
→採用の強化（全体としては介護職は増えているが、不足感強い）
→離職の防止（平成27年度で離職率16.5％）
→働き方改革への対応
→高齢者、外国人の育成ノウハウ
→医療、認知症、自立支援等、求められる人材の育成
→管理職層の育成
→ICT、ロボットの活用
→国の政策にもキャッチアップ

「支え手」に関しては、高齢者
や女性の労働参加を促していく
ことが重要。しかし、仮に労働
参加率の上昇を想定したとして
も、2030年以降、労働力人口は
大幅に減少。
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地域包括ケアシステム
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医療・介護の需要予測
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医療・介護の需要予測

15

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.
16



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.
17

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容通所系（短期入所も）
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基本マニュアル
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■広報活動とは？

①病院の地域連携室、居宅介護支援事業所
地域包括支援センターへ施設・事業所の紹介、広報

②内部広報

③各事業所の小学校区を目安に１件１件回って紹介

④各種会合、勉強会への参加（主催するのも有効）

⑤ホームページ・ブログ・SNS・取材記事

⑥日常業務の中での広報
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基本マニュアル
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■なぜ、広報活動なのか？

➢よいサービスを行っていても
知ってもらわないと利用（紹介）してもらえない

➢定員は市町村・都道府県より指定を受けた社会資源だという認識

➢利用者がいないと、リハビリや介護のスキルも磨かれない

➢当然、稼働率向上に従って職員数・体制も強化する

➢当然、事業所の収支も重要（事業が継続する条件）
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広報計画
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 何を、何回（頻度）行うかを決めて、やり切る

 広報トークについて再検討する（基本説明、FAQ、事例等）

 法人内の資源もフル活用する（連携、紹介ルート）

 訪問活動ができない時の代替案も考えておく

 行動の管理をする、上司部下で一緒に行う
共有＋ねぎらい＋改善
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広報記録（事業所への広報）
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・応対者、広報の内容、応対の印象など書き残す
・目指すは、事業所の個別ケア！
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数値管理（プロセス・結果）
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4．課題分析Ⅲ（ケアプラン6領域分析）

■利用者の紹介があるかないかは
タイミングによるところが大きい
つまり偶然・・・

■偶然であっても、数を確保するには
たくさんの機会を作るしかない

■多くの病院や居宅にアプローチを続けたら
偶然の確率も高くなる

裾野を広げる活用

24
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特徴の示し方
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 改めて「基本情報」を確認する
（※営業日、時間、専門職、併設サービス、年齢層など）

 「特徴」を３つあげてみる
（※ニーズに合った差別化、他社サービスとの比較）

 「特徴」を示す「事例」をあげる

 「事例」は「困りごと」「サービス」「結果」「利用者の声」

 「FAQ」も作ってみる
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チラシ＆ニュース
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チラシ＆ニュース
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特徴の例
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 医療依存度が高い方の受け入れ（一覧表）

 科学的介護

 感染対策

 家族支援

 個別ケア

 食事、アクティビティ
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医療依存度が高い方の受け入れ
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利用者単位のPDCA

30第197回社会保障審議会介護給付費分科会
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事業所単位のPDCA

31第197回社会保障審議会介護給付費分科会
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介護の専門性を改めて見直す

32

◎一番身近なパートナー
・気付いてくれる
・そばにいてほしい
・安心の根拠、勇気づけ

◎尊厳の保持・自立支援
意向・選択／ADL・IADL／役割・趣味など

◎生活歴・生活習慣をふまえた
活動・参加を支援（ICFの考え方）

※科学的介護との関連で言えば、利用者・家族の価値観を大事にすることと、
現実的に今の人員等でどこまでできるか？が課題

◎基礎知識に基づいた
根拠あるケア

◎他の専門職への
報告・説明・連携

お世話（専門職でなくてもできるレベル）
レスパイト（お預かり）の役割

家族・地域の信頼
後継者の育成（見本・職場環境の整備）

◎専門性がないところ
が専門性？

◎スマホみたい？
→電話自体はガラケー
の方が便利
→カメラも専門機
→文書作成はPC…

◎ただし、スマホは

広く浅く全部できて便
利！だから手放せない

◎使う人（利用者）

によって内容が大きく
異なる（個別性）
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感染対策も広報・営業で周知する
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■入所・通所・訪問
➢利用者、職員ともにマスクの着用
➢物品等の消毒の徹底
➢職員の防護服などの体制

■入所・通所
➢施設内等の消毒の徹底
➢送迎中・フロアの換気
➢発熱の基準値と発熱時の対応
➢利用者同士の距離を保つ、アクリル板等の仕切り
➢食事の際の席の工夫、食事時間の二部制

■入所
➢面会の制限について（オンライン面会の方法）
➢家族への定期的な報告
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稼働率向上の具体策（施設系）
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１．退所時、次の入所を（10） 日以内とする
２．待機者への定期連絡（月1 回等）

→ヒアリング項目の検討と訓練、気に入ってもらえたら移ることも
３．法人内待機（GH、有料、小規模多機能、居宅等）リストの更新、確認
４．病院等広報（月1 回）→〇〇HP、〇〇HP・・・計〇箇所
５．ショートのロングの活用（特養の空きを少なくできる）

同時にショートの充実のためにも自法人CM・デイの強化
６．空床ショートとの連携、ケアマネ・相談員との「空き情報の共有」
７．難しい方でも受ける介護力と姿勢
８．痰吸引等が可能な介護職員の育成
９．加算の確実な取得（一覧表と具体的なプランを示し、毎月確認）
10．何より数字を達成しようという強い意思
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有料老人ホーム三ツ星ガイド
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全体としてワンランク上のサービス！
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■プライドを満たす内容
・しつらえ
・接遇、会話
・本人の服装、スタッフの服装
・食事

■人との関わり
・職員、ゲスト同士、家族とのつながり

■元気になる
・健康管理、リハビリ、医療の充実
・趣味活動、賑わい、これらが可能な人員配置（他と比べて多い）
・ゲストへのおもてなしと同時に活躍の場もある
・看取りまで
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通所系
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体験利用／プラン提案
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法人内に複数の通所系がある場合
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広報トーク（自己紹介）を作る！
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特徴、ウリを明確にする！
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特徴、ウリを明確にする！
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4．課題分析Ⅲ（ケアプラン6領域分析）広報の通常業務化

43
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内容本日の内容

44
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内容本日の内容

45
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ご感想・Q&A

46

■介護現場環境と営業戦略のずれ。スキル・人員体制が整わない中での高介護度集客
戦略へのシフトが今なのか？

■パンフレットはあるが、更新されておらず、事業所の「うり」が記載がない。

■レクの中で、喫茶の時間をつくりたいという内部の意見があるが、これが利用者の
ニーズ（声）をひろう利用者懇談会になるので実施してみる。

■事業所の強みを発見するために、今の事業所についてもっと言語化しみえやすい
ようにしたい。

■お問合せがあった場合なんとなくで、特に記録がなかったので、問い合わせもリス
ト化する。

■コロナ禍になり本入居の待機者、ｼｮｰﾄｽﾃｲの利用者の数が減り新規をとってもリ
ピーターに繋がらない事が多く見られている。
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ご感想・Q&A

47

■広報活動を行う上で事例的な説明を交えサービス内容を具体的に知ってもらい●●
が選ばれる施設になることを目指していきます。

■稼働率改善シートを使用することで少しではあるが職場の現状を身近に感じること
が出来たと同時に目指すべき目標が見えたと思います。

■本入居の待機者、SS利用者の数が減少し近隣の施設で入居者の取り合いになってき
ている。本入居は他施設とのサービスの競争にもなり、今まで健康診断は入所前に
家族が行っていたが現在は入居前施設で送迎など行う所もあるなど競争が激化して
いる。

■営業トークとして「何か困りごとありましたらご相談下さい」と伝え、いつでも相
談出来やすい環境作りをしていく事を学びました。
（榊原）ご相談だけでも結構です！のメッセージ。相談しやすい印象と、頼れる専
門性＆経験をアピールする

■他の事業所も広報活動をされているので競争！ガンガンやるしかない・・・。
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ご感想・Q&A

48

■ケアマネージャーに選ばれるためには何をすればいいのか？やはり知っていただけ
るように地道な努力が必要ですね。30件と聞いて正直驚きましたが榊原先生の
おっしゃるようにそのくらい回らないと成果が出ないことなんでしょうね。

■（認知症デイの通信をご覧になりデイと変わりないとご指摘をいただきましたがど
のようにすればケアマネージャーの方がご覧になって「さすが認知症対応型のデイ
だね」と思っていただけるのか具体的なアドバイスをいただけるとありがたいです。
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通所リハ（コンサル先の事例）
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認知症デイ（コンサル先の事例）
10月：6.0名、
11月：6.8名
12月：7.7名
1月：7.8名
2月：9.5名（新規・再開2名、終了1名）
3月：10.2名（新規・再開5名、終了0名）
4月：13.3名（新規・再開1名、終了0名）
5月：13.2名（新規・再開0名、終了0名）
6月：13.5名（新規・再開0名、増回4名、終了0名）
7月：13.8名（新規1名、再開0名、増回2名、終了1名）
8月：14.3名（プラス1（新規1、再開0、増回0）､マイナス1（入院0､休み0､終了1）
9月：13.8名（プラス3（新規2、再開0、増回1）､マイナス1（入院1､休み0､終了0）
10月：14.6名（プラス5（新規1、再開1､増回3）､マイナス2（入院2､休み0､終了0）
12カ月で＋8.6（1か月で＋0.75名、2カ月で＋1.5名）

50
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老健＋通所リハ（コンサル先の事例）

51
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内容

52

１．精神的自立
（思っていることを伝えることができる、選択することができる）
２．人間関係的自立
（対人関係能力も含めて、他者とコミュニケーションをもち、集団的、社会的生活
を送ることができる）
３．身体的自立
（自分の能力を活かした活動と参加ができる）
４．IADLの自立
（買い物、調理、掃除、洗濯、金銭管理等ができる、服薬などの健康管理面の自立
も含む）
５．労働的自立
（労働を通じて社会とつながる、役割を持って人の役に立つことができる。人から
感謝される機会を持つ）
６．趣味活動の自立
（好きなことをすることができる、楽しい時間を過ごすことができる）

自立とは？
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小規模多機能における取り組み

53第193回社会保障審議会介護給付費分科会
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役割・日課を持つことの重要性
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認知症ケア ６つの方法
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認知症のある人の気持ち
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認知症のある人の家族の気持ち

57
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スタッフの姿勢
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事例（デイになじめない方）

59

■困りごと
・デイサービス週3回のケアプランだったが、大人数に馴染めず利用を嫌がっていた
・本人に話を聞くと「知らない人ばかりで嫌だ」「行っても面白くない」とのこと
・家族は24時間、目が離せず疲弊している
■対応（ここで特徴を出す！）
・はじめはスタッフが毎日短時間の訪問
・なじみの関係となるとともに、生活習慣、趣味（生け花）を把握した
・短時間の通いからはじめ、生活習慣や趣味（生け花）に応じた過ごし方を提案
・お茶の準備等、通所先での役割を設けた
・他の利用者と仲良くなれるよう仲介
■結果（3か月後）
・訪問開始から1か月で短時間の通いが可能になった
・3か月目には当初の希望であった週3回、丸1日の通いが可能になった
・お茶の準備の役割や趣味の生け花を通じて、仲良しの利用者ができた
・本人も通いの日を楽しみにしてくれるようになった（次はいつ？と聞いてくるほどに）
・家族も自分の時間を持てるようになったと喜んでいる
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ブランディング、マーケティング
そして、マネジメント

60

■ブランディング
・安心、信頼、他と比べられない、高くても買う
・ルーツ、ヒストリー、ポリシー
・特徴、強み、ウリ

■マーケティング
・３C分析：Customer（市場・顧客）Competitor（競合）Company（自社）
・広報活動

■マネジメント
・PDCA
・職員への周知徹底とケア
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強み＆弱み

61

 誰しも「強み」「弱み」がある
他の人から言われたこと
一番時間をかけてやってきたこと
他の人はできないが、自分にとっては当たり前にできること

 自らの「強み」を発揮する！
強みが発揮できている状態だと、自信を持つことができる
人のことを考える余裕ができる
周囲との人間関係がよくなる
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強み：徹底＆差別化

62

 「強み」を「徹底」する

 「徹底」することが「差別化」「ブランド」を生む

 「差別化」「ブランド」のキーワードは「徹底」
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弱み：克服＆連携

63

 「弱み」はどうするか？

 弱みの克服＋強みを伸ばす
弱み（ギャップ）の克服とともに
強みを伸ばすことも考える
強みが活かされていると、弱みが目立たなくなる

 弱みの克服は「連携」においてもなされる
連携は弱みの克服にもなる
強みを発揮している状態だと、助けも求めやすい

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

グループワーク＆QA

64

■15分程度のグループワーク
・自己紹介（地域／サービス種別／役職／職種等／悩み）
・意見交換

■15分程度の質疑応答
・積極的にご質問下さい！
・是非、知りたいことをお持ち帰り下さい
・皆さんの学びにもなることをご理解下さい
・この部分をもう少し詳しく…もOKです！
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内容稼働率･サービス改善コース
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■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。
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宿題①
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宿題②

67

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

宿題③
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宿題③
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宿題④
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4．課題分析Ⅲ（ケアプラン6領域分析）

１．明確な目標設定
・シートの作成（毎回）
２．広報の通常業務化
・広報先の選定（30か所を目安に）
・広報の実施、記録（毎回）
３．自己紹介文の作成
・セリフとして書いてみる
４．チラシ、ニュースの作成

稼働率の改善と安定運営のために

71
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広報記録（事業所への広報）

72

・応対者、広報の内容、応対の印象など書き残す
・目指すは、事業所の個別ケア！
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広報の内容と記録
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グループワーク＆QA

74

■15分程度のグループワーク
・自己紹介（地域／サービス種別／役職／職種等／悩み）
・意見交換

■15分程度の質疑応答
・積極的にご質問下さい！
・是非、知りたいことをお持ち帰り下さい
・皆さんの学びにもなることをご理解下さい
・この部分をもう少し詳しく…もOKです！
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内容稼働率･サービス改善コース

75

■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容稼働率改善の取り組み10

76

次回の取組
今回の取組と

反応
項目

１．サービスの魅力づくり（ブランディング）

２．広報活動（質と量、反応と改善）

３．地域のケアマネとの関係づくり

４．地域の情報収集

５．問い合わせ・見学・体験対応

６．職員とのチームワーク

７．経営者との共通認識

８．既存利用者の増回

９．保留・お休み・当日休みへのアプローチ

10．PDCA（数値管理・進捗管理）
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内容稼働率改善の取り組み10（例）

77

今回の取り組みと反応項目

・総点検「〇〇〇」１．サービスの魅力づくり（ブランディング）

・100か所の広報（月2回）
・ニュース作成（〇〇〇）→反応「〇〇〇」

２．広報活動（質と量、反応と改善）

３．地域のケアマネとの関係づくり

・ケアマネよりレポート報告
・1カ月2事業所ずつリサーチ

４．地域の情報収集

・体験チラシを作成し配布→反応「〇〇〇」
・体験マニュアルについて、職員会議で周知

５．問い合わせ・見学・体験対応

・職員面談（6名ずつ）で現状の負担度合いにつ
いて確認する

６．職員とのチームワーク

７．経営者との共通認識

・月1回、利用者全員について見直す８．既存利用者の増回

・お休みの方へは月1回は電話、保留者は3カ月
に1回電話

９．保留・お休み・当日休みへのアプローチ

・本シートの記載、上司と共有10．ＰＤＣＡ（数値管理、進捗管理）
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１カ月の取り組み
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参考事例（全国有料協）
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参考事例（全国有料協）
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参考事例（日総研接遇大賞）
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参考事例（日総研接遇大賞）
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訪問看護とは？？？
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訪問看護とは？？？
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生活期リハとは？？？
生活歴・生活習慣地域に向けて／

コーディネート
■生活期リハ

入所通所訪問

予防

体力増進

ADL維持・向上

IADL維持・向上

趣味・役割創出

職場復帰

家族指導・支援

言語聴覚士によるリハ

栄養士と連携したリハ

歯科と連携したリハ

福祉用具と連携したリハ

認知症リハ

重度者向けリハ

終末期リハ
85
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コミュニティづくりの例

86

■利用者さん懇談会（月１〜２回程度）
・小グループで始める

難しく考えずグループレクの一環として
・自己紹介タイムが大事（いかにお互い知らなかったかを知る）
・事業所の運営についても意見交換

■朝の会（毎日）
・利用者さんからの挨拶
・お１人ずつ紹介（生活歴や生活習慣交えて、担当より）
・新規の方などいたらご紹介
・職員も新人さんを紹介
・利用者さんの力を借りる（ご家族の力を借りることも）
・コミュニティの拠点となっていく
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生活歴・生活習慣の把握

87
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内容興味・関心チェックシート

88



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容興味・関心チェックシート
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生活歴・生活習慣の把握と活用

90

アセスメントを行うものの、情報が現在に偏りがち…
➢以前の情報、要介護状態になる前の暮らしぶりにヒントが多い！
➢障害は治らなくても、以前の生活スタイルを取り戻したい（近づけたい）

☑リハビリの目標
☑BPSDの緩和
☑地域交流
☑インフォーマル資源の活用
☑ターミナルケア（人生の最終段階）
☑多職種で共有する共通目標の設定

➢生活歴・生活習慣の把握の方法
◎白紙を渡す ◎記載例も渡す ◎意義を伝える
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地域との連携を考える
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ハードについて
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ハードについて
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内容コンサルティング先の事例
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内容コンサルティング先の事例
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栄養改善加算について

96

■要件と手順
・従業者として又は外部との連携により管理栄養士を１名以上配置
・利用者ごとの低栄養状態のリスクを、利用開始時に把握する
・管理栄養士が中心となって、利用者ごとの摂食・嚥下機能及び食形態にも配慮しつ

つ、栄養アセスメントを行い、多職種で栄養ケア計画を作成
・栄養ケア計画に基づき、管理栄養士等が利用者ごとに栄養改善サービスを提供。管

理栄養士は、関連職種に対して栄養ケア計画に基づいて説明、指導及び助言
・栄養改善サービスの提供に当たり、課題がある場合は、利用者の居宅を訪問し、居

宅での食事状況・食事環境等の具体的な課題の把握や、主として食事の準備をする
者に対する栄養食事相談等の栄養改善サービスを提供

・モニタリングは、低栄養状態の低リスク者は三か月毎、低栄養状態の高リスク者及
び栄養補給法の移行の必要性がある者の場合には、２週間毎等適宜行う。ただし、
低栄養状態の低リスク者も含め、体重は１か月毎に測定する。

・低栄養状態のリスクの把握やモニタリング結果は、３か月毎に事業所を通じて利用
者を担当する介護支援専門員や主治の医師に対して情報提供

・おおむね３月ごとの評価の結果、継続的に管理栄養士等がサービス提供を行うこと
により、栄養改善の効果が期待できると認められるものについては、継続的に栄養
改善サービスを提供
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栄養改善加算について

97

■対象者について
栄養改善加算を算定できる利用者は、次のイからホのいずれかに該当する者であって、

栄養改善サービスの提供が必要と認められる者とすること。
イ ＢＭＩが18.5未満である者
ロ １〜６月間で３％以上の体重の減少が認められる者又は基本チェックリスト11
ハ 血清アルブミン値が3.5ｇ／ｄｌ以下である者
ニ 食事摂取量が不良（75％以下）である者
ホ その他低栄養状態にある又はそのおそれがあると認められる者
なお、次のような問題を有する者については、前記イからホのいずれかの項目に該当

するかどうか、適宜確認されたい。
・ 口腔及び摂食・嚥下機能の問題（基本チェックリスト13、14、15のいずれか）
・ 生活機能の低下の問題
・ 褥瘡に関する問題
・ 食欲の低下の問題
・ 閉じこもりの問題（基本チェックリスト16、17のいずれか）
・ 認知症の問題（基本チェックリスト18、19、20のいずれか）
・ うつの問題（基本チェックリスト21〜25で2項目以上）
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チラシ事例
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チラシ事例
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シナリオグラフ

100

併用8時間以上6～7時間半日2時間程度時間区分

全て80歳以上70前後60歳未満年齢層

両方女性男性性別

全て要介護3～5要介護1、2要支援要介護度

100名以上50名程度30名程度18名まで10人前後人数

入浴レスパ
イト

家族
支援

医療
処置

口腔
栄養

役割レク
交流

認知
症

リハ予防ニーズ

D地区C地区B地区A地区立地

その他病院入所SS訪問居宅併設

その他温泉旅行理美容買い物夕食オプショ
ン
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ポジショニングを確認する
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長
時
間

重度

短
時
間

軽度

高
齢

若
年

重度

軽度

大
人
数

少
人
数

認知症

リハ
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事業のコンセプトモデル
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カーブスの掲示物より

103

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

カーブスの掲示物より
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利用者の声の力
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小規模多機能FAQ
Q１．小規模多機能はどんな方に向いているの？
Q２．デイサービスと何が違うの？
Q３．「訪問」サービスは、訪問介護とは何が違うの？
Q４．「泊まり」サービスは、ショートステイと何が違うの？
Q５．連泊はできるの？（※市町村、法人の方針にもよる）
Q６．サービスの量や内容はどのように決めるの？

要介護度によって基準はあるの？
Q７．利用回数が少ないとかえって割高になるように思うのですが・・・？
Q８．普段は「泊まり」サービスが必要なくても利用はできるの？
Q９．これまでのデイサービスや訪問介護は使えるの？
Q１０．担当のケアマネジャーは代わらないといけないの？
Q１１．今より重度化した場合は、他の施設へ移らないといけないの？
Q１２．区分支給限度基準額はどうなるの？
Q１３．居宅ケアマネジャーの給付管理はどうなるの？
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他事業所リサーチ
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他事業所リサーチ
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体験チラシ
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体験チラシ
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体験チラシ
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広報戦略

112

Facebook
・ほぼ毎日更新
・約2000人
・週１回LIVE
・グループ運営
・広告？

ブログ
・ほぼ毎日
・朝日新聞系列の
サービス

・SEOは強い？

メルマガ
・日刊／週刊
・4200部（リスト数）

YouTube
・FBライブを掲載
・登録者数約1300名
・動画教材とは相性◎？

・個別メール
・FAXDM
・LINE

・Twitter？
・Instagram？

無料教材
・リスト獲得

LP
・説明、販売

ホームページ

対面ｾﾐﾅｰ
（他社主催）

Google広告？

zoomｾﾐﾅｰ
動画教材
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動画広報

■広報動画スライド案
・基本情報
・特徴３つ
・事例①、②（特徴１つに対して１事例も可）
・ご利用にあたって
・併設サービス
・おわりに

113
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１．通常の広報活動だけでは伝わりきらない、
まとまった内容となる

２．ケアマネジャー、相談員が利用者・家族へ説明する時に
使うことができる
→ケアマネジャー、相談員がサービスの魅力を

十分に伝えることができない可能性が高いため、
直接伝えられる手段があることはメリットとなる

→ただし、こうした使い方自体も広報しないといけない

３．動画を制作するプロセスで広報力、説明力が向上する

動画制作のメリット
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郵送時の工夫について

115

■３つのフェーズ
１．開封してもらえるか？
→介護事業所の封書なら余程大丈夫ではある
→確実性を上げるなら「〇〇在中 トピックス◎◎」みたいに書くのも一つ
→また、透明の封筒（？）使う方法もある
→電話する時になどに「先日、ニュースをお送りしましたが、〇〇について取り組ん
でおりますので、よろしくお願いします」等、押しつけがましくない程度にアピール
２．見てもらえるか？
→トピックスが目に飛び込んでくるようなデザイン、色調、「読んでもらう」前に
「見てもらう」工夫
→直筆で少し書き添えておくのも有効だが、数によっては手間
→空き情報はやはりいつでも歓迎されることが多い
３．読んでもらえるか？
→トピックスで目を引いたら、内容が興味深いものかどうか？
→文章に「強調」等を入れることで、キーワードが目立つように
→ブログや動画との連動も考える
→全員に行き渡るか？については、こういうチラシは回覧などされているのですか？
と聞ける相手・タイミング等で尋ねてみる
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グループワーク＆QA

116

■15分程度のグループワーク
・自己紹介（地域／サービス種別／役職／職種等／悩み）
・意見交換

■15分程度の質疑応答
・積極的にご質問下さい！
・是非、知りたいことをお持ち帰り下さい
・皆さんの学びにもなることをご理解下さい
・この部分をもう少し詳しく…もOKです！
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内容稼働率･サービス改善コース
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■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。
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最後に・・・

118

■コロナ禍で、とりわけ稼働・広報活動は
苦戦をしいられているが…

➢なるようにしかならない
そのかわり、やれることは全てやる

➢うまくいくまでやる

➢はじめから効率や効果ばかり追うとうまくいかない

➢勝者と敗者の違いは、たいていの場合「〇〇〇〇」ことである
（ウォルト・ディズニー）

やめない
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内容名言・格言より
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内容名言・格言より

120



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容名言・格言より
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コンテンツ＋コーチング＋コミュニティ

122

コンセプト

コンテンツ

コーチング コミュニティ



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

宿題①
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宿題②
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宿題③
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宿題③
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宿題④
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継続的な学習の重要性！

128

■成⻑のために
・ギャップを埋める＆強みを活かす
・時間とエネルギーをかけた分だけ成⻑する
・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く
・成⻑は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う
・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる
・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える
・学びが理想をつくり、理想が学びを生む
■メンテナンスのために
・いつも良い状態を保てるとは限らない……。
・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要
■自分自身、そしてチームワーク
・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる
・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために

129

動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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研修・動画の内容
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 経営者・経営幹部向けセミナー（20時間相当＋α）
 管理職向けセミナー（20時間相当＋α）
 ケアマネジャー向けセミナー（10時間相当＋α）
 全職員向け法定研修シリーズ（10時間相当＋α）
 新人職員向けセミナー（10時間相当）
 ⾚本・⻘本・緑本通読セミナー（20時間相当＋α）
 1日集中講座シリーズ！（30時間相当）

（稼働率、人材確保、管理職養成、実地指導、ケアマネジメント等）
 令和3年度介護報酬改定セミナー（10時間相当）
 リーダー、相談援助職のための説明力向上講座（5時間相当）
 最新情報＆トピックス「マンスリー・ジャーナル」（20時間相当）
 工藤ゆみさんのコミュニケーション力向上講座（20時間相当）
 進絵美さんの面談スキル向上講座（5時間相当）
 吉村ＮＳの看護セミナー（5時間相当）
 ケアマネジャー受験対策セミナー（15時間相当）
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内容介護現場をよくするライブラリー
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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週刊メールマガジン（無料！）
介護現場をよくする研究＆活動通信

133

➢毎週木曜日のメルマガ「介護現場をよくする研究＆活動通信」
ホームページより（天晴れ介護、で検索）
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内容Facebookライブ＆YouTube（無料！）
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LINE公式アカウント始めました！

135

■対象者

・介護事業の永続的な成功を目指す経営者・経営幹部の方

・独立開業や管理職・専門職・講師業等でスキルアップ

したい個人の方

※LINE登録特典動画「経営から現場まで！介護事業の永続的な

成功を実現する３つの取り組み」を現在制作中（＾＾）
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稼働率・サービス改善コース
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